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うかるぜよ 

無料動画はお持ちのテキストの該当の章を読んだうえで視聴して下さい 

次回 2/4・2/18(水)20:00~ 
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１．第２問での出題可能性は落ちてきている 

 

第２問では伝統的に「伝票から仕訳日計表」「特殊仕訳帳から試算表」という問題が数多く出題されてきました

が、私は簿記講師をはじめた 7,8年前から「意味ない」と言っていました。 

伝票はまだしも、特殊仕訳帳を使っている会社を私は見たことがありません。 

という訳で、最近の傾向としては特に特殊仕訳帳は出題されなくなっています（131回以来出題されていません） 

伝票は 130,133,136回と規則的に出題されているので、しっかり確認しておいた方が良いと思います。 

 

出題パターンはだいたい決まっています。 

今回は過去問をみながら解いていきましょう。 

解き方のみ押さえておけば十分だと思います。 

じっくりやれば 16点は取れます。 

そのつもりで得点源にして下さい。 

 

過去問は各自ご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特殊仕訳帳よりも出て

いるのだな。しっかり学

習しておこう。 
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１３６回第２問の解き方 

 

まず線を引きます 

 

 

 現金 

 

 

現金 

 

 

 

 

 

 売上 

 

仕入 

 

 

 

 

これで、借方・貸方の錯覚を防ぎます 

 

順番に確認しましょう 

 

まず元帳に記入の必要のある科目から行きましょう 

受取手形 

回答欄には逆算用に符号を入れます（詳しくは動画で） 

逆算の時は符号を逆にすればいいですね 

59,000－32,000＝91,000 これを残高に書きます 

そして 41,000→91,000になるためには借方に 50,000が必要です 

ここで振替伝票に起票。 

これで仕訳日計表に借方 50,000と貸方 32,000が書けます 

同時に得意先元帳（大阪商店）にも 50,000円記帳 

得意先元帳も残高を逆算しておきましょう。197,500＋50,000＝247,500 

 

 

次に支払手形 

60,000→33,000という事は借方に 27,000記入できれば良い 

ふむ、これで４点 

 

  

入金伝票 

 売掛金（Ｙ商店） 

入金伝票 

 売掛金（Ｙ商店） 

入金伝票 

 売掛金（Ｙ商店） 

出金伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

出金伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

出金伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

振替伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

  売掛金（Ｙ商店） 

振替伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

  売掛金（Ｙ商店） 

振替伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

  売掛金（Ｙ商店） 仕入伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

仕入伝票 

 買掛金（Ｓ商店） 

  戻し 

売上伝票 

 売掛金（Ｙ商店） 

売上伝票 

 売掛金（Ｙ商店） 

  値引 
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得意先元帳は後にしましょう（空欄があって難しい事が多い） 

 

次は、登場の少ない科目を考えましょう 

３級の頃から、現金・預金・売上・仕入・手形は良く出ます。では、それ以外を考えましょう。 

未収金、土地、未払金、借入金、固定資産売却益、消耗品費 

これは結構楽なはず 

 

ＮＳ配点ならこれで４点 

本当に楽ですね 

 

ちなみに転記終わったものは、チェックを忘れないように。 

 

次は値引きや返品 

これは通常２点はある 

でも今回は売上値引きが推定ですね・・うーーん、仕入書いて売上は後回し 

 

次は仕方ないので、得意先元帳に行きましょう（仕入先元帳の出題でも同じです） 

売掛金元帳と得意先元帳が両方出題されたら、親子関係をしっかり押さえて下さい。 

それで空欄は結構うめれます。でもチェックの仕方に要注意、子供を転記の時は商店名のみチェック、親の転記

が終わったら科目名チェック。事務処理の基本です。 

 

今回は得意先元帳だけなので符号を書いて逆算系 

 

横浜商店 240,000が売上で 375,000→∴135,000円が借方に 

振替伝票で貸方に 80,000あった→転記すると逆算で残高が 318,000 

375,000が入金で 318,000に→∴入金額は 57,000→これで入金伝票の空欄を埋める→現金の借方計もわかる 

スゴイ！！興奮状態！！ 

４点追加（これで１４点、楽々加点） 

 

次は大阪商店 

入金伝票 20,000転記 

逆算パターンで残高は 247,500＋20,000＝267,500 

という事は 269,000が売上伝票で 267,500円に→値引き 1,500円やんか 

これで売上と売掛金は埋めれます（値引きを逆にするのを忘れずに） 

これで 1８点 
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では次は仕入側にいこう 

仕入の借方計は 197,000、これで沈黙 

支払手形は元帳の貸方がわかった、借方もわかる 

これで振替伝票と出金伝票の内容がうまる（念のために他にないか確認） 

現金の貸方合計が出ます 

 

買掛金の借方合計もＯＫ（量が多いので慎重に） 

戻しの分も忘れずに 

これで 20点です 

 

いかがですか？ 

基本的な仕訳の考え方と、逆算の法則がわかれば結構点数になります。 

 

過去問を数回練習すれば最低でも１６点は確保できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パズルのようで楽

しいわ 

おりょう！検算は

しっかりするがじ

ゃぞ 


